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学  年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 

童
数 

男 子 45 69 50 67 60 54 345 

女 子 48 53 61 50 43 49 304 

合 計 93 122 111 117 103 103 649 

校  長 西 尾  克 人  ５年１組 木 村  勇 大 学習支援 中 島  尚 美 

副 校 長 府 金  博 之   ２組 ○ 楠 本  純 士 学習支援 熊 谷  春 江 

1年 1組 ○那須 由香里   ３組 川 島  圭 太 学習支援 諸 伏  初 音 

  ２組 〇大澤 由紀子 6年 1組 石 鍋  雅 也 学習支援 青 木  浩 介 

   ３組 小野寺  裕子   ２組 ◎見 米  葉 記 図書支援員 高 橋  佳 美 

２年１組 芳 沢  拓 郎   3組 菊 地  佑 典 図書支援員 仁科  智佳子 

  ２組 ◎ 田 澤  直 子 算数少人数 丸 山   史 菜 外国語活動 マイク・トンプソン 

３組 三 上   結 音   楽 山 本  藍 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 笠 利  ま な 

４組 徳 増  智 子 図   工 山 崎  由 佳 都  事  務 有 井  芳 美 

３年１組 ◎馬場  健太郎 理  科等 窪 田  祐 子 都事務補助 秋 山  和 良 

２組 佐 々 木  絵 理 養   護 〇中村  朱実 市  事  務 河村  比呂子 

  3組 猪 野  郁 也 特別教室専門員 齋 藤  恵 子 用務主事 加 藤  忠 義 

４年１組 ○小林  みゆき 時間講師 岡 本  裕 行 用務主事 井 上  和 亮 

  ２組 〇蒲 生  友 作 時間講師 中 村  理 奈   

  3組 津 山  稚 恵 学習支援 大 澤  眞 弓   

（平成 30年５月１6日現在） 児童数と職員組織 

○やさしく（徳） ○強く（体） ◎よく考え（知）、手をつなぐ拝島の子供（◎は重点目標） 

教育目標 
 6４９人の子供が笑顔でいられるように「学力の
向上」や「健全育成」に全力取り組む！ 「集中」と「選択」によるオンリーワンの学校 

集中と選択② 

集中と選択③ 「主体的で対話的で深い学びの授業改善」を進め、分かる、楽しい授業をめざします 

拝一小の「やる気っ子」、「勇気っ子」、「元気っ子」を
育つ学校にしていきます。 

学習意欲をもち、いつでも、どこでも、誰にでも、自分の考えを伝

え、学ぶ「やる気っ子」 

『やる気』…学力向上 

子供が明るい笑顔で明日も学校に行きたいと思い、自分のよさ・

自分の活躍できる場を見つける心をもつ勇気ッ子 

『勇気』…心の醸成 

自分らしさを自覚し、一人一人が活躍できる運動・遊びを含め

た活動・学習ができる元気ッ子 

『元気』…体力・健康 

◎主幹教諭   〇主任教諭 集中と選択① 

子供へのメッセージ 
誰もが、得意なことをもっています。子供の自分らしさを

見つけ、伸ばす学校でありたい 

自分らしさを素直に表現できる学校でありたい 

予測不能な時代で、心を育てるために 

「人間は人間の中で育
つ、人間は人間によっ
て人間になる」 

「人間は、させられるのでは
なく、自ら実践すること
で成長できる」 

「大きな感動は、人間とし
ての生き方を変え、 
成長を促す」 

仲間体験 本物体験 感動体験 

豊かな心を醸成する体験活動の工夫（縦割り班活動、栽培活動、地域の方との交流） 

・自分で実践する意義 

・専門家に学ぶ意義 

・プロを実感する意義 

・すごい！と驚く体験の意義 

・「美しいもの」に接する意義 

・前向きな生き方に学ぶ意義 

・学級で、話し合う意義 

・共に活動を行う意義 

・友と協力する意義 

 

体験活動の重視 

平成３０年度 

読解力を向上させ、学力の向上をめざし、子供の未来を切り拓く力を付けます 

主に国語の授業改善とともに、俳句・短歌の

作成、詩の暗唱を励奨するとともに読書量の確

保をしていきます。 

日本語って、きれいだなと思う。 
様々な音の響きや、表現があるし、文の構造も自由
でいい。 
そんなこと、子供に感じさせたい。 

読解力の定義…自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発展させ、効果的に社会に参加させるために、

書かれたテキストを理解し、利用し、熟考する能力 

① 図、グラフや表、自然の事象などの非連続テキストも読解の対象とする 

② 構造・形式や表現法も、評価する対象とする 

①テキストの中の「情報の

取り出し」も含む 

②テキストの「理解・ 評価」

（解釈・熟考）も含む 

③自分の意見を論じたりテキスト

を利用したりする「活用」も含む 

取り出す力 読み取る力 解決する力 

    教師が発問      子供たちに考えさせ意見を出させ    教師がまとめる 

こんな授業から 

目標・問題・課題を 

子供たちが共有 

子供たちによる 

解決の計画 課題解決 子供たちによる振り返り 


